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大学改革シンポジウム ―能登から発信:まんでおもしろい研究できるよ！― 

「能登半島の自然環境を活用した国際研究拠点形成」を実施 
 

このたび，金沢大学環日本海域環境研究センターは,大学改革シンポジウム「能登半島の

自然環境を活用した国際研究拠点形成」と題したシンポジウムを開催いたします。 

このシンポジウムは，能登半島を中核とした研究フィールドの国際拠点形成への理解を深

めることを目的としています。ひいては，この国際拠点化を地域のステークホルダーととも

に進めるための基盤を構築し，地域人材の育成を図ります。 

ついては，事前及び当日の取材・報道をどうぞよろしくお願いいたします。 

 

「能登半島の自然環境を活用した国際研究拠点形成」 

能登から発信：まんでおもしろい研究できるよ！ 

日 時  平成２８年１１月４日（金）１４時から１７時（１３時開場) 

場 所  七尾サンライフプラザ２階視聴覚室（七尾市本府中町ヲ部３８番地） 

対 象  どなたでも参加いただけます（参加申し込みはメールにて受け付けます） 

次 第  ［別紙］のとおり 

主 催  金沢大学環日本海域環境研究センター 

共 催  一般社団法人国立大学協会 

後 援  七尾市 

  

 

＜金沢大学環日本海域環境研究センターについて＞ 

金沢大学環日本海域環境研究センターは，平成２８年度から文部科学省の共同利用・共同

研究拠点に認定され，国内外の各機関と連携しながら環日本海域での広域観測と能登半島で

の多彩な研究を行い，大気－海－陸域を統合した環境研究を推進しています。      

 

 

 

 

 

News Release  

＜本件照会先＞              ＜広報担当＞ 

金沢大学                 金沢大学 

理工系事務部総務課 山本 修       総務部広報室 井村 彩沙 

 Tel： 076-234-6829            Tel：076-264-5024 



 

［別紙］ 
 

＜次 第＞ 

第１部 

   １４：００ 開会挨拶  金沢大学理事 福森 義宏  

   １４：１０ 「国際共同研究事業採択とその目指すべき方向性に関して」 

           金沢大学環日本海域環境研究センター長 長尾 誠也 

   １４：２０ 「越境大気汚染解明における能登半島の役割」 

           金沢大学環日本海域環境研究センター 松木 篤 

   １４：５０ 「里山里海イニシアティブと能登半島」 

          国連大学 OUIK 所長 渡邉 綱男        

１５：２０ 「Future Earth プログラムと能登との関係」 

           総合地球環境学研究所副所長 谷口 真人 

 

 第２部 

   １６：００ パネルディスカッション 能登半島の国際研究拠点ポテンシャル 

    事例紹介 

     「能登半島における金沢大学での共同教育拠点事業の取り組みの紹介」 

       金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設長 鈴木 信雄 

     「能登半島における地域人材育成事業『能登里山里海マイスター』の取り組み 

紹介」 

       金沢大学地域連携推進センター 小路 晋作 

     「金沢大学と自治体との連携について」 

       珠洲市企画財政課長 金田 直之 

    総合討議 

パネリスト 

       国連大学 OUIK 所長 渡邉 綱男 

       総合地球環境学研究所副所長 谷口 真人 

       珠洲市企画財政課長 金田 直之 

       金沢大学地域連携推進センター 小路 晋作 

       金沢大学環日本海域環境研究センター長 長尾 誠也 

       金沢大学環日本海域環境研究センター 松木 篤 

       金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施設長 鈴木 信雄 

  １６：５５ 閉会挨拶  金沢大学環日本海域環境研究センター長 長尾 誠也 
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